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庄島橋 修繕一般図

（庄島橋）

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

修繕一般図

図面番号図示

平面図

側面図 S=1:100

S=1:100

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

至 国道472号至 パスカル清見
市道 大原8号線
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・本図は測量・実測結果を反映して復元したものである。

注記）

橋梁諸元

橋種(上部工形式) 鋼2径間単純H桁橋

30.80m橋　　　長

23.27m+7.50m桁　　　長

3.6m(有効幅員3.00m)幅　　　員

90°斜　　　角

交差物件 一級河川　馬瀬川

22.83m+7.04m支　間　長

竣　工　年 昭和43年11月

※橋格、基礎形式、各示方書は推定である。

下部工形式 逆T式橋台,壁式橋脚

基礎形式 直接基礎

橋　　　格 TL-10(農道橋)

上部工示方書 鋼道路橋設計示方書(昭和39年6月)

道路橋下部構造設計指針(昭和43年3月)下部工示方書

支承形式 固定可動構造

径　間　数 2径間

荷重制限 10t

位置図

道の駅

パスカル清見

国道
257号

せせらぎ

街道

至郡上市

至高山市街

施工箇所

庄島橋

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事

１

N



S1 D29 1,070 22 5.04 5.39 119

S2 D16 1,320 13 1.56 2.06 27

S3 D16 3,440 8 1.56 5.30 42

鉄筋集計(SD345)

D16 69kg

D29 119kg

総重量 188kg

鉄筋質量表

記 号 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

1本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

(A1橋台当り)

現場削孔 φ39x475

注入材 エポキシ樹脂

アンカー筋挿入D29

 22孔

 22箇所

 22本

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

ＲＣ沓座拡幅工詳細図1

図面番号図示

正 面 図

平 面 図

断 面 図

アンカー筋取付詳細図 S=1:5

下地処理

エポキシ系樹脂注入

1.現地再計測の上、鉄筋加工及び施工を行うこと。

2.施工時には、RCレーダー等により鉄筋探査を行い、削孔の際に既設鉄筋を切断

しないよう留意のこと。

3.コンクリ－ト設計基準強度はσck=24N/mm2とし、鉄筋の材質はSD345とする。

注記）

また、アンカー位置の変更の際は、協議の上、位置を決定すること。

S3 D16

S1 22-D29x1070 S2 13-D16x1320

S3 8-D16x3440

縁端拡幅工

凡例

縁端拡幅鉄筋

4.施工時には、アンカー鉄筋引張試験を行うこと。(引張強度：60kN以上)

5.沓座拡幅工は断面修復工・ひび割れ補修工が完了してから施工すること。

6.沓座拡幅工の施工が完了するまで、橋面は車両通行止めとする。

主桁

(N=22箇所：A1橋台当り)

S=1:20

D29間隔S1

D16S2

S=1:20

S=1:20

庄島橋　ＲＣ沓座拡幅工詳細図1

チッピング

1200kg/m3

<A1橋台>

※S1の直角フックは上下段の鉄筋被り80mmを確保できる

チッピング(600x3600)

コンクリート

24-12-25BB
A=0.18m2

S2 D16

　よう、直角フックの向きを調整し、配筋すること。

下地処理

削孔径程度

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

S1 D29

削孔　φ39×475

エポキシ樹脂注入 γ=1.2

CL

CL

D29S1 S3 D16 　D16S2

主鉄筋D29

構造中心線延長　L=3.60m

表面保護工

表面含浸材塗布

表面保護工[拡幅部]

表面含浸材塗布

表面保護工[橋座部]　　

表面含浸材塗布・A=2.20m2

表面保護工[拡幅部]

表面含浸材塗布

表面保護工[胸壁部]　　

表面含浸材塗布・A=3.26m2

表面保護工

チッピング L=3600
下地処理

下地処理工

(サンダーケレン)

シラン・シロキサン系表面含浸材塗布

表面保護工仕様図

高　　 山 　　市

上流側 下流側

上流側 下流側

φ
3
9

D
29

40

435

3440

埋込み長  435(15D)

4
35

120

1
0
0

100

44
0

80
7
0

3
0
0

70
8
0

6
0
0

削孔長  475

230

300610

910

120
380 80 100

3
0
0

1
5
0

1
5
0

900900

3600

1800

80
7
0

70
8
0

3600

900900

3600

1800

3600

2
30

8
0

3
00

61
0

9
10

1
0
0

1
20

38
0

12@300=3600

12@300=3600

100 100200200

200

100 100200200

6
0
0

1
5
0

1
5
0

3
0
0

２

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事

(マジカルリペラー同等品 0.2kg/m2)



S1 D29 1,070 11 5.04 5.39 59

S2 D29 1,150 11 5.04 5.80 64

S3 D29 1,070 2 5.04 5.39 11

S4 D29 1,100 2 5.04 5.54 11

S5 D16 1,320 17 1.56 2.06 35

S6 D16 2,790 8 1.56 4.35 35

S7 D16 1,100 8 1.56 1.72 14

S8 D16 950 8 1.56 1.48 12

鉄筋質量表

記 号 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

1本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

(P1橋脚[A1側]当り)

鉄筋集計(SD345)

D16  96kg

総重量 241kg

現場削孔 φ39x475

注入材 エポキシ樹脂

アンカー筋挿入D29

 26孔

 26箇所

 26本

D29 145kg

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

ＲＣ沓座拡幅工詳細図2

図面番号図示

庄島橋　ＲＣ沓座拡幅工詳細図2

<P1橋脚[A1側]>

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

正 面 図

平 面 図

断 面 図

1.現地再計測の上、鉄筋加工及び施工を行うこと。

2.施工時には、RCレーダー等により鉄筋探査を行い、削孔の際に既設鉄筋を切断

しないよう留意のこと。

3.コンクリ－ト設計基準強度はσck=24N/mm2とし、鉄筋の材質はSD345とする。

注記）

また、アンカー位置の変更の際は、協議の上、位置を決定すること。

S3 2-D29x1070(上段：先行)

S5 17-D16x1320

縁端拡幅工

凡例

縁端拡幅鉄筋

4.施工時には、アンカー鉄筋引張試験を行うこと。(引張強度：60kN以上)

5.P1橋脚[A2側]の沓座拡幅工に留意して施工すること。

S=1:20 S=1:20

S=1:20

アンカー筋取付詳細図 S=1:5

下地処理

エポキシ系樹脂注入

(N=26箇所：P1橋脚[A1側]当り)

チッピング

1200kg/m3

削孔径程度

※S1・S2の直角フックは上下段の鉄筋被り80mmを確保できる

S5 D16

　よう、直角フックの向きを調整し、配筋すること。

S1 D29

削孔　φ39×475

エポキシ樹脂注入 γ=1.2

チッピング(638x3910)

コンクリート

24-12-25BB
A=0.20m2

下地処理

S6 D16

主桁

D29間隔S2

D16S5

CL

主鉄筋D29

CL

D29S1 S6 D16

　D16S5

　D16S7

　D16S8

<橋軸方向・直角方向>

※S3・S4の直角フックは上下段の鉄筋被り80mmを確保できる

S5 D16

　よう、直角フックの向きを調整し、配筋すること。

S3 D29

削孔　φ39×475

エポキシ樹脂注入 γ=1.2

チッピング(638x3910)

コンクリート

24-12-25BB
A=0.20m2

下地処理

<斜方向[ハンチ]>

S2 S4

※S3・S4のアンカー筋はS1・S2の施工前に削孔・挿入・注入

　すること。(先行施工)

※S1・S2のアンカー筋はS3・S4の施工後(硬化確認後)に施工

　すること。

S6 8-D16x2790 (平均長)

S7 8-D16x1100 S8 8-D16x950

135°00′

135°00′

135°00′

135°00′

上段 下段 上段 下段

先行施工

通常施工

S4 2-D29x1100(下段：先行)

S1 11-D29x1070(上段) S2 11-D29x1150(下段)

6.沓座拡幅工は断面修復工・ひび割れ補修工が完了してから施工すること。

7.沓座拡幅工の施工が完了するまで、橋面は車両通行止めとする。

　　D16S7 　　D16S7

S1

上段 下段

S3 D29

S3 D29S4

上段 下段

平均長

構造中心線延長　L=4.40m

表面保護工

表面含浸材塗布

表面保護工

表面含浸材塗布

表面保護工[拡幅部]

表面含浸材塗布

表面保護工[段落部]　　

表面含浸材塗布・A=1.16m2

表面保護工[橋座部]　　

表面含浸材塗布・A=1.74m2

表面保護工[拡幅部]

表面含浸材塗布

(先行)

(先行)

表面保護工

チッピング L=3910
下地処理

下地処理工

(サンダーケレン)

シラン・シロキサン系表面含浸材塗布

表面保護工仕様図

高　　 山 　　市

下流側 上流側

下流側 上流側
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市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事

３

(マジカルリペラー同等品 0.2kg/m2)



S1 D16 680 26 1.56 1.06 28

S2 D16 1,320 19 1.56 2.06 39

S3 D16 2,790 8 1.56 4.35 35

S4 D16 1,130 8 1.56 1.76 14

S5 D16 980 8 1.56 1.53 12

鉄筋質量表

記 号 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

1本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

(P1橋脚[A2側]当り)

鉄筋集計(SD345)

D16 128kg

総重量 128kg

現場削孔 φ26x270

注入材 エポキシ樹脂

アンカー筋挿入D16

 26孔

 26箇所

 26本

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

ＲＣ沓座拡幅工詳細図3

図面番号図示

庄島橋　ＲＣ沓座拡幅工詳細図3

<P1橋脚[A2側]>

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

正 面 図

平 面 図

アンカー筋取付詳細図 S=1:5

下地処理

エポキシ系樹脂注入

1.現地再計測の上、鉄筋加工及び施工を行うこと。

2.施工時には、RCレーダー等により鉄筋探査を行い、削孔の際に既設鉄筋を切断

しないよう留意のこと。

3.コンクリ－ト設計基準強度はσck=24N/mm2とし、鉄筋の材質はSD345とする。

注記）

また、アンカー位置の変更の際は、協議の上、位置を決定すること。

縁端拡幅工

凡例

縁端拡幅鉄筋

4.施工時には、アンカー鉄筋引張試験を行うこと。(引張強度：21kN以上)

6.沓座拡幅工は断面修復工・ひび割れ補修工が完了してから施工すること。

7.沓座拡幅工の施工が完了するまで、橋面は車両通行止めとする。

(N=26箇所：P1橋脚[A2側]当り)

S=1:20

S=1:20

チッピング

1200kg/m3

削孔径程度

断 面 図 S=1:20

チッピング(600x3930)

コンクリート

24-12-25BB
A=0.18m2

S2 D16

下地処理

S1 D16

削孔　φ26×270

エポキシ樹脂注入 γ=1.2

S3 D16

主桁

D16間隔S1

D16S2

CL

主鉄筋D16

CL

D16S1 S3 D16

　D16S2

　D16S4

　D16S5

S1 26-D16x680

S3 8-D16x2790 (平均長)

　　D16S4　　D16S4

S2 19-D16x1320

S4 8-D16x1130 S5 8-D16x980

135°00′

135°00′

135°00′

135°00′

平均長

5.P1橋脚[A1側]の沓座拡幅工に留意して施工すること。

構造中心線延長　L=4.42m

表面保護工

表面含浸材塗布

表面保護工[拡幅部]

表面含浸材塗布

表面保護工[橋座部]　　

表面含浸材塗布・A=1.77m2

表面保護工[拡幅部]

表面含浸材塗布

表面保護工

チッピング L=3930
下地処理

下地処理工

(サンダーケレン)

シラン・シロキサン系表面含浸材塗布

表面保護工仕様図

高　　 山 　　市

上流側 下流側

上流側 下流側

φ
2
6

D
2
6

30 埋込み長  240(15D)

削孔長  270

300
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事

４

(マジカルリペラー同等品 0.2kg/m2)



S1 D16 680 26 1.56 1.06 28

S2 D16 1,320 19 2.06 39

S3 D16 3,400 8 5.30

S4 D16 960 1.50

鉄筋質量表

記 号 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

1本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

(A2橋台当り)

鉄筋集計(SD345)

D16 131kg

総重量 131kg

現場削孔 φ26x270

注入材 エポキシ樹脂

アンカー筋挿入D16

 26孔

 26箇所

 26本

S5 D16 840 1.31

8

8

1.56

1.56

1.56

1.56

42

12

10

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

ＲＣ沓座拡幅工詳細図4

図面番号図示

庄島橋　ＲＣ沓座拡幅工詳細図4

<A2橋台>

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

正 面 図

平 面 図

断 面 図

1.現地再計測の上、鉄筋加工及び施工を行うこと。

2.施工時には、RCレーダー等により鉄筋探査を行い、削孔の際に既設鉄筋を切断

しないよう留意のこと。

3.コンクリ－ト設計基準強度はσck=24N/mm2とし、鉄筋の材質はSD345とする。

注記）

また、アンカー位置の変更の際は、協議の上、位置を決定すること。

縁端拡幅工

凡例

縁端拡幅鉄筋

4.施工時には、アンカー鉄筋引張試験を行うこと。(引張強度：21kN以上)

5.沓座拡幅工は断面修復工・ひび割れ補修工が完了してから施工すること。

6.沓座拡幅工の施工が完了するまで、橋面は車両通行止めとする。

S=1:20 S=1:20

S=1:20

アンカー筋取付詳細図 S=1:5

(N=26箇所：A2橋台当り)

削孔径程度

D16

D16 S3 D16 　D16

　D16

S1 26-D16x680

S3 8-D16x3400

S4 8-D16x960

S2 19-D16x1320

護岸小口CO

7.A2橋台下流側の沓座拡幅端部は護岸小口CO接合部に目地材を設置すること。

8.A2橋台上流側の沓座拡幅端部は目地材設置対象がないため、未設置をする。

　D16

S5 8-D16x840

表面保護工

表面保護工仕様図

高　　 山 　　市

下流側 上流側

下流側 上流側

φ
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D
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30 埋込み長  240(15D)

削孔長  270
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下地処理

エポキシ系樹脂注入

チッピング

1200kg/m3

γ=1.2

チッピング(600x4200)

コンクリート

24-12-25BB
A=0.18m2

S2 D16

下地処理

S1

削孔　φ26×270

エポキシ樹脂注入

D16

S3 D16

主桁

D16間隔S1

S2

CL

主鉄筋D16

CL

S1 S2

目地材

t=20

S5

S4

構造中心線延長　L=4.80m

表面保護工

表面含浸材塗布

表面保護工[拡幅部]

表面含浸材塗布

表面保護工[橋座部]　　

表面含浸材塗布・A=1.80m2

表面保護工[拡幅部]

表面含浸材塗布

表面保護工[胸壁部]　　

表面含浸材塗布・A=1.64m2

チッピング L=4200
下地処理

下地処理工

(サンダーケレン)

シラン・シロキサン系表面含浸材塗布

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事

５

(マジカルリペラー同等品 0.2kg/m2)



使用材料

紫外線硬化型FRPシート(ウルトラパッチ相当品) ポリエステル樹脂シート(t=1.5mm)

ポリエステル樹脂系パテ材(MGパテ#7GA相当品)

FRPシート用接着剤(ウルトラシール相当品)

硬化剤(カヤメックM相当品)使用

材料名 摘要

施工手順（紫外線硬化型FRPシート貼付）

2.貼付面に不陸が生じている場合はポリエステル樹脂系パテ材にて整形する。

1.紫外線硬化型FRPシート貼付面は塗装塗替の素地調整後(1種ケレン)に、プライマー処理する。

3.紫外線を当てないよう注意しながら紫外線硬化型FRPシート裏面に接着剤を塗布し、貼付する。

4.日光または紫外線照射機により紫外線をあてて硬化させる。

(ローラー等で圧着する)(健全な箇所<板厚減少していない>に貼り代を50mm以上確保すること)

NO.2

河川中心線

使用材料

庄島橋　鋼材補修工詳細図

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

鋼材補修工詳細図

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

注記）

1.現地再計測の上、施工を行うこと。

2.紫外線硬化型FRPシート等については、各材料の施工要領書等を確認の上、施工を行うこと。

3.素地調整後、腐食の進行が確認された場合、又は本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認

　された場合は、監督員と協議の上、ＦＲＰ設置工等の対策を行うこと。

ＦＲＰ設置工詳細図 S=1:20

S=1:100紫外線硬化型FRPシート配置図

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

側面図

(タイプＥ)

主桁断面図

(タイプＥ)

側面図

(タイプＤ)

主桁断面図

(タイプＤ)

側面図

(タイプＣ)

主桁断面図

(タイプＣ)

側面図

(タイプＢ)

主桁断面図

(タイプＢ)

側面図

(タイプＡ)

主桁断面図

(タイプＡ)

高　　 山 　　市

(内側・外側に必要)

(内側・外側に必要)

10 1010

腐食部・減厚部の断面修復(ポリエステル樹脂パテ材塗布・FRPシート貼付・硬化後研削整形)

紫外線硬化片FRPシート 施工順序

現場塗装(Rc-Ⅰ塗装系)

現場塗装の素地調整(1種ケレン)・芯出し

紫外線硬化型FRPシート(タイプE) 

紫外線硬化型FRPシート(タイプD) 

紫外線硬化型FRPシート(タイプC) 

紫外線硬化型FRPシート(タイプB) 

4紫外線硬化型FRPシート(タイプA) 

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

馬
瀬

川

G1

G2

A

AB

B D

E

床版
床版

【主桁上面】

【主桁下面】

紫外線硬化型FRPシート貼付

(幅340mm:1000x1[片面]

下ﾌﾗﾝｼﾞ幅

<外桁側>
主桁

(幅340mm:1000[片面])

C

C

床版

【主桁上面】

【主桁下面】

下ﾌﾗﾝｼﾞ幅

紫外線硬化型FRPシート貼付

(幅330mm:610x2[両面]

床版

(幅325mm:610[両面]) ※FRPシートの寸法は補剛材を含む数値を示す。

床版

【主桁上面】

【主桁下面】

<外桁側>

下ﾌﾗﾝｼﾞ幅

紫外線硬化型FRPシート貼付

(幅350mm:420x1[片面]

x2[両外桁側])

P1橋脚(A2側)

床版

(幅350mm:420[片面])

x1[片桁側])

x1[片桁側])

床版

(幅350mm:990[片面])

床版

【主桁上面】

【主桁下面】

<内桁側>

下ﾌﾗﾝｼﾞ幅

紫外線硬化型FRPシート貼付

(幅350mm:990x1[片面]

x2[両内桁側])

床版

【主桁上面】

【主桁下面】

下ﾌﾗﾝｼﾞ幅

紫外線硬化型FRPシート貼付

(幅330mm:990x2[両面]

x2[両桁側])

床版

(幅330mm:990[両面])

※FRPシートの寸法は補剛材を含む数値を示す。

補剛材貼付部

補剛材貼付部

2

2

2

1

A

記号

B

C

D

E

対策箇所材料名

※

※

※ ※

A D は、内側・外側に使用

1.3

0.7

0.3

0.4

0.3

数量(m2)

橋　長30800

[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270

36
0
0

90
0

90
0

1
80

0

桁
高

 
8
00

設
置

範
囲

20
0

50
以
上

確
保

300

143

設
置

範
囲

2
0
0

5
0
以

上
確

保

紫外線硬化型FRPシート設置1000

50以上確保50以上確保

桁
高

 4
5
0

設
置

範
囲
42

0

200

95

紫外線硬化型FRPシート設置240+85=330

85

設
置

範
囲

42
0

桁
高

 8
0
0

設
置

範
囲

30
0

50
以

上
確

保

250

118

紫外線硬化型FRPシート設置350

紫外線硬化型FRPシート設置350

桁
高

 
8
00

設
置

範
囲

75
0

250

118

50以上確保

設
置

範
囲

30
0

50
以

上
確

保

50以上確保

桁
高

 8
0
0

設
置

範
囲

7
50

250

118

紫外線硬化型FRPシート設置230+100=330

設
置

範
囲

7
50

100

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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庄島橋　塗装塗替工詳細図

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

塗装塗替工詳細図

図面番号図示

N1=2

主桁A詳細図 S=1:20

【主桁下面】

【主桁上面】 床版

L=2.44m

【横桁下面】

【横桁上面】

(第1径間N1=2)

[1箇所当りの延長 l3=1.8m]
[1箇所当りの延長 l1=23.3m]

<Rc-Ⅰ系>

排水管詳細図 S=1:10

L=0.36m

[1箇所当りの管延長 l9=0.10m]

(N9=8)

端部補剛材A詳細図 S=1:20

(第1径間N5=4)

【主桁下面】

【主桁上面】

A=0.10m2/箇所

<中間横桁接合部>

※上記の面積は1箇所当りの数値(両面:前背面)を示す。

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

170

240

240

600

140

※横桁との重複部の面積は控除する。(横桁にて計上)

平面図(桁下) S=1:100

<凡例>

各部材塗装詳細図

L=0.81mL=0.91m

[1箇所当りの延長 l3=1.8m]

【横桁上面】

【横桁下面】

床版

中間補剛材A詳細図 S=1:20

(第1径間N7=6)

【主桁下面】

【主桁上面】
床版

A=0.36m2/箇所

<端横桁接合部>

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

主桁B詳細図 S=1:20

【主桁下面】

【主桁上面】 床版

L=1.45m

(第2径間N2=2)

[1箇所当りの延長 l2=7.5m]

横桁B詳細図 S=1:10

(第2径間N4=3)

横桁A詳細図 S=1:10

(第1径間N3=5)

※上図の排水管は、外面のみである。(内面は対象外)

※上図の排水管は、素地調整面積のみ計上のこと。

　(塗装は排水管延長工にて計上)

端部補剛材B詳細図 S=1:20

(第2径間N6=4)

【主桁下面】

【主桁上面】

A=0.03m2/箇所

<中間横桁接合部>

※上記の面積は1箇所当りの数値(両面:前背面)を示す。

※横桁との重複部の面積は控除する。(横桁にて計上)

床版

中間補剛材B詳細図 S=1:20

(第2径間N8=2)

【主桁下面】

【主桁上面】
床版

A=0.13m2/箇所

<端横桁接合部>

※塗膜調査により、低濃度PCBの含有が確認されたため、素地調整時に循環ブラスト(エコ

　クリーン同等)を行うものとする。

3.低濃度PCBを含んだ塗膜片等の特別管理廃棄物は塗膜調査結果に基づき、適

　切に処理すること。

※素地調整の品質管理として、①除錆度②表面粗さ③表面洗浄度等を確認するものとする。

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

馬
瀬

川

N9=8

横
桁

AB
延

長

N4=3N3=5

端部補剛材A

N5=4

中間補剛材A

N7=6

端部補剛材B

N6=4

中間補剛材B

N8=1

側面図 S=1:100

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

(主
桁

高
)

(
主

桁
高

)

N9=8

N4=3N3=5

中間補剛材A

N7=6

端部補剛材A

N5=4

端部補剛材A

N6=4

中間補剛材A

N8=2

(第1径間部) (第2径間部)

流向

ＣＬ

G1 G2

ＣＬ

G1 G2

中間部 端　部中間部 端　部

流向

標準断面図 S=1:50

上流側下流側 上流側下流側

N2=2

N3=5

N7=6

N8=2

N5=4

N6=4

G1

G2

高　　 山 　　市

端部補剛材A

横桁B(第2径間)

横桁A(第1径間)

主桁B(第2径間)

2主桁A(第1径間)

2

5

3

4

NI

記号

N2

N3

N4

N5

対策箇所使用箇所

排水管 　

中間補剛材B

中間補剛材A

端部補剛材B 4

6

2

8

N6

N7

N8

N9

113.7

21.8

8.2

4.4

1.4

数量(m2)

1.4

0.5

0.6

0.1

8
0
0

300

φ114

2
5
0

90

30
0

90

100

100

75
0

100

45
0

200

85

85 85

80
0

4
50

4
5
0

橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

3
6
00

主桁B延長 l2=7.5m

主桁A延長 l1=23.3m 主桁B延長 l2=7.5m

主桁A延長 l1=23.3m

9
0
0

9
0
0

l3
 =

 1
.8

m

40
0

2
8
00

4
00

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

橋　長30800

主桁B延長 l2=7.5m主桁A延長 l1=23.3m

45
0

8
00

3600

300300 3000

900 横桁B延長l3=1.8m 900

50

4
50

30
0

3600

300300 3000

50

8
00

30
0

900 横桁A延長l3=1.8m 900

1
00

1
00

400 4002800

400 4002800

主　桁

主桁塗装延長

排水管外面延長(円周長)

補剛材A塗装面積(両面)

横桁塗装延長

端部補剛材A

端部補剛材B

横桁塗装延長

中間横桁

端横桁

補剛材A塗装面積(両面)

主桁塗装延長

補剛材B塗装面積(両面) 中間横桁

端横桁

補剛材B塗装面積(両面)

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

排水管

主桁A

N1=2

主桁B

N2=2

横桁B横桁A

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

主桁A(第1径間)

主桁B(第2径間)

横桁A(第1径間)

横桁B(第2径間)

排水管

中間補剛材A

中間補剛材B

主桁A

N1=2

主桁B

N2=2

排水管

横桁B横桁A

横桁B

N4=3

添架管(下水)

φ160(外径)

添架管(上水)

φ210(外径)

排水管

N9=8

横　桁

[300x90

添架管(下水)

φ160(外径)

添架管(上水)

φ210(外径)

排水管

N9=8

主　桁

横桁A

中間補剛材A

中間補剛材B

端部補剛材A

端部補剛材B

排水管 排水管 排水管 排水管

塗装仕様(Rc-Ⅰ系)(スプレー)

塗装工程 塗料名
使用量

塗装間隔

4時間以内素地調整 1種

下塗

下塗

中塗

上塗

(g/m2)

1日～10日

1日～10日

1日～10日

下塗
1日～10日

完了

素地調整

拭き取り

塗膜の除去

塗膜剥離剤塗布

前処理(水洗い)

【 素地調整の内容 】

注記）

1.本図は測量・実測結果を反映して復元したものである。

2.現地再計測の上、施工を行うこと。

4.塗装色は監督員と協議の上、決定すること。(既設と同系色を基本とする。)

5.施工時に、橋梁に損傷等の異常を発見した場合、直ちに監督員に報告すること。

NO.2

河川中心線

道路中心線

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事

７



仕切弁

T1

T2

仕切弁

NO.2

808.00

807.92

808.25

808.38

808.26 808.37

807.93

808.13

808.24

808.36

808.36

808.04

808.26

808.04

807.10

808.03

808.32
808.32

808.34

808.32

808.36

808.36

808.34

808.35

808.33

808.17

808.28 808.00 807.99

808.02

807.82

808.09

808.00
808.28

807.96

808.18

808.31

808.03

808.30

808.12

808.25

808.23

808.38
808.24

808.22
808.26

808.11

807.96

808.24

808.23

808.25

808.23

808.24

808.25

808.25

808.28

河川中心線

道路中心線

重心

アスファルト舗装 t=30mm

再生密粒度アスコン(13F)

舗装版切断位置

<背面側> <橋梁側>

すりつけ舗装工(背面舗装部)詳細図 S=1:2

As舗装版取壊し[背面舗装部] t=30mm

[すりつけ舗装(背面舗装部)]

注記）

1.現地再計測の上、施工を行うこと。

5.既設As舗装厚が想定と異なる場合は、監督員と協議の上、対策

　を決定すること。

7.車両通行止めを行い、施工すること。

2.新設の橋面舗装路面高は、現況路面高とする。

3.新設のすりつけ舗装高は、橋台背面部の舗装高と現況背面舗装

　路面高を擦り付けること。

庄島橋　橋面工・すりつけ舗装工詳細図

平面図 S=1:100

馬
瀬

川

馬
瀬

川

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

橋面工・すりつけ舗装工詳細図

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

薄層舗装　t=25mm

(薄層エスマック同等品以上)

端部目地処理         　　　　

(シルバーメッシュ同等品以上)

成形目地材 t=5mm   　　　

(セロシールSS同等品以上)

地覆

導水テープ(W=30mm,t=3mm)

(タフシャット導水テープ

 同等品以上)

[橋面舗装]

[端部防水処理]

[端部防水処理]

[縦断導水用]

(既設床版コンクリート)

塗膜系防水

[橋面防水]

(マルチフレッシュ

 工法同等品以上

導水テープ(W=30mm,t=3mm)

(タフシャット導水テープ同等品以上)

[横断導水用] ※

※伸縮部の橋軸直角方向に配置する。

As舗装版取壊し[橋面部]

t=25mm

橋面工(橋面舗装・橋面防水)詳細図 S=1:2

床版水抜きパイプ(既設橋用)

(ｽﾗﾌﾞﾄﾞﾚｰﾝ同等品 直管ﾀｲ

コア削孔工 φ50

(止め金具(パイラック)にて

導水テープ

主桁下フランジに固定する)

床版水抜きパイプ取付詳細図 S=1:20

＊片側ﾅｯﾄ加工

フレキシブルチューブ φ20

ﾌﾟ[標-2]) N=1組/箇所

主桁

※固定金具と下フランジ部接触面に対し、異種金属接触を避けるため、

フレキシブルチューブ固定金具

(ﾊﾟｲﾗｯｸｸﾘｯﾌﾟS-PH2W同等品

・S-19Cｸﾘｯﾌﾟ付)N=1個/箇所

コア削孔工 φ100

L=1.4m/箇所

As舗装版切断

l7=3.1m

As舗装版切断

l7=4.1m

床版水抜きパイプ(N=2組)

(ｽﾗﾌﾞﾄﾞﾚｰﾝ同等品 直管ﾀｲﾌﾟ[標-2])

端部防水処理工 ｌ5=61.6m

(端部目地材,成形目地材)

端部防水処理工 ｌ6=73.6m

(導水材)

8.既設橋台の胸壁上の既設オーバーレイ舗装はきれいに斫ること。

縦断導水材接続図 S=1:5

既設排水枡

橋軸方向

既設床版上面

橋面舗装

導水テープ(W=30mm,t=3mm)

(タフシャット導水テープ

 同等品以上)

[縦断導水用]

SUS

　絶縁物[ゴムシート]設置等の対策を講じること。

橋面舗装

φ４２．７ｘ１００

φ４２．７ｘ　７０

備　　　　　考

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)φ３４．０ｘ　３５

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)

普通鉄板

キャップ付(φ６０ｘ２．３ｔ）

寸　　　法

4

本体構成部品

本体構成部品

目詰り防止フィルタ－

本体構成部品

ゴムパッキン

吊　り　金　具

部　材　名

1

2

本体構成部品 φ３４．０ｘ１４０3 鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)

スプリングフィルタ－(ＳＵＳ３０４)

（床版水抜きパイプ:既設用[標-2]直管タイプ）

4

3

1

2

目詰り防止材

（スプリングフィルター）

接着用樹脂注入

ゴムパッキン

　２．主材は、ＳＴＫＭ－１３Ａ－ＳＨ。表面処理は、ＨＤＺ－３５を施して有ります。

　３．排水処理導水の場合は、フレキシブルチューブを取付けます。

　１．タイプ標－２、対応床版厚２１０～２９０ｍｍ(本橋 ２２５mm)

5 

ナット

SUSフレキシブルチューブ

外径φ20　SUS304

床版水抜きパイプ詳細図 S=1:4

（スラブドレーン[既設橋用]同等品[標-2]：N=2組）

４０．０　ｘ　８０ 樹脂製5本体構成部品

片側加工

吊り金具
A=0.001ｍ2

既設排水桝

既設床版

橋面舗装

既設床版

 [ﾌﾟﾗｲﾏｰ含む])

※W=30を現場で切断して使用すること。

4.橋面防水では、舗装破砕の際に生じる可能性があるマイクロク

　ラックに対応した浸透性のプライマーを使用すること。

6.橋面防水では、舗装破砕の際に生じる可能性があるマイクロク

　ラックに対応した浸透性のプライマーを使用すること。

高　　 山 　　市

橋面工(橋面舗装・橋面防水)

すりつけ舗装工(背面舗装部)

<凡例>

(端部目地材,成形目地材)

As舗装版切断(t=3cm：背面舗装部)

端部防水処理工

As舗装版破砕(t=2.5cm：橋面部)

As舗装版破砕(t=3cm：背面舗装部)

(導水材)

端部防水処理工

(ｽﾗﾌﾞﾄﾞﾚｰﾝ同等品 直管ﾀｲﾌﾟ[標-2])

床版水抜きパイプ

既設排水桝

橋面工(橋面舗装・橋面防水)

すりつけ舗装工(背面舗装部)

(端部目地材,成形目地材)

As舗装版切断(t=3cm：背面舗装部)

端部防水処理工

As舗装版破砕(t=2.5cm：橋面部)

As舗装版破砕(t=3cm：背面舗装部)

(導水材)

端部防水処理工

(ｽﾗﾌﾞﾄﾞﾚｰﾝ同等品 直管ﾀｲﾌﾟ[標-2])

床版水抜きパイプ

箇所 数量

92.4m2

31.9m2

92.4m2

31.9m2

61.6m

73.6m

7.2m

2組

記号

A1

A2

A3

A4

L5

L6

L７

N

すりつけ舗装A2=17.7m2 すりつけ舗装A2=14.1m2

橋面舗装A1=92.4m2

30

橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

220240 [第2径間]支間長7040220220 [第1径間]支間長22830

3
60

0

3
0
0

3
0
00

30
0

2
5

2
25

40
0以

上

5
0

1
7
5

胸壁300胸壁300

すりつけ舗装工l2=5.0mすりつけ舗装工l2=5.0m 橋　面　工l2=30.8m

As舗装版破砕(背面舗装部：t=3cm)l4=5.0mAs舗装版破砕(背面舗装部：t=3cm)l4=5.0m As舗装版破砕(橋面部：t=2.5cm)l3=30.8m

床版水抜きパイプ設置位置 11700(N=2組)

114

10
0mm程

度

40

2
7

35
1
8

8
0

50
2
0

3
0

3
5

90
10

5
0

1
75床
版

厚
 
22

5
舗

装
厚

 
2
5

φ100コア抜き

φ50コア抜き

樹脂重心位置29

25

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事

８



庄島橋　防護柵補修工詳細図

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

防護柵補修工詳細図

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

防護柵補修詳細図 S=1:10

防護柵補修工 位置図 S=1:100

馬
瀬

川

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

防護柵補修工

N=1箇所

(N=1箇所)

至 国道472号至 パスカル清見

(防護柵補修工N=1箇所)

高　　 山 　　市

下流側

上流側

橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

36
0
0

3
00

30
0
0

3
00

防護柵補修位置 15650 防護柵補修位置 15150

NO.2

河川中心線

道路中心線

使用材料（Uガード[φ114.3用]同等品）

補強鉄筋 部品図参照

混和剤

モルタル

高性能減水剤

材料名 摘要

樹脂製支柱蓋 ポリプロピレン

プレミックスモルタル

支柱1本あたり

N=3組

支柱1本分

N=1枚

支柱1本分

断面図

地覆上面 損
傷

高

樹脂製支柱蓋

既設防護柵

補強鉄筋

モルタル

紫外線硬化型FRPシート貼付

(設置範囲:200x100)

既設底付管

車道側

2
5
0

2
50

1
00

φ114.3

70
0

6
00

モ
ル

タ
ル

設
置

高
 
60

0

4
0

10

設
置

高
 1

005
0

平面図

損
傷

幅
9
8

設
置

幅
2
0
0

5 0
以 上

5

0
以

上補強鉄筋

モルタル

紫外線硬化型FRPシート貼付

(設置範囲:200x100)

車道側

φ114.3

105.3

腐食部・減厚部の断面修復(樹脂パテ材塗布・硬化後研削整形)

防護柵補修工 施工順序

紫外線硬化型FRPシート貼付(紫外線照射)

現場塗装の素地調整(2種ケレン相当)・芯出し

補強鉄筋

(支柱1本分：N=3組)

鉄線

補強鉄筋

φ19

※補強鉄筋には亜鉛メッキを

　施してある。

現場塗装(サンデーペイントガードレール補修用スプレー同等品)

既設支柱蓋撤去・支柱内確認

補強鉄筋挿入

樹脂製支柱蓋取付

モルタル投入

下地処理(プライマー塗布)

※塗装色は既設と同色とする。

R40.15

105.3

32
5
.8

5

6

50
0

19

4
6
.1

5

8
7
2

（Uガード[φ114.3用]同等品）

部　品　図 S=1:10

使用材料（紫外線硬化型FRPシート）

紫外線硬化型FRPシート(ウルトラパッチ同等品) ポリエステル樹脂シート(t=1.5mm)

ポリエステル樹脂系パテ材(MGパテ#7GA同等品)

FRPシート用接着剤(ウルトラシール同等品)

硬化剤(カヤメックM同等品)使用

材料名 摘要

施工手順（紫外線硬化型FRPシート貼付）

2.貼付面に不陸が生じている場合はポリエステル樹脂系パテ材にて整形する。

1.紫外線硬化型FRPシート貼付面は塗装塗替の素地調整後(2種ケレン相当)に、プライマー処理する。

3.紫外線を当てないよう注意しながら紫外線硬化型FRPシート裏面に接着剤を塗布し、貼付する。

4.日光または紫外線照射機により紫外線をあてて硬化させる。

(ローラー等で圧着する)(健全な箇所<板厚減少していない>に貼り代を50mm以上確保すること)

ポリライトプライマー同等品(PD) 一液湿気硬化型ウレタン系プライマー

注記）

1.現地再計測の上、施工を行うこと。

2.Uガード・紫外線硬化型FRPシート等については、各材料の施工要領書等を確認の上、施工

3.施工時に腐食の進行が確認された場合、又は本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認さ

　れた場合は、監督員と協議の上、ＦＲＰ設置等の対策を行うこと。

　を行うこと。

4.現場塗装の素地調整時には、労働者の安全対策設備を必ず講じること。

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事

９



NO.2

河川中心線

庄島橋　排水管補修工詳細図

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

排水管補修工詳細図

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

(第1径間) (第2径間)

1
0
0

1
0
0

断 面 図

TS-PL_PIPE-L-1同等品

TS-PL_PIPE-L-2同等品

TS-T1同等品

S=1:10

(第1径間用:N1=4)

(第2径間用:N2=4)

(共通)

(N=4)

注記）

1.現地再計測の上、部品加工及び施工を行うこと。

10.新規排水管の材質は既設より軽量で耐久性に優れる高気密ステンレス

　管を基本とする。

2.本工法は、既設排水管を切断・撤去して、新規排水管を接続して延長す

　る。

11.既設床版へアンカー削孔の前には、鉄筋探査を行い、既設鉄筋への干

　仕上げを行う。但し、ボルト類はHDZT49とする。

7.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し耐食性向上の措置を講

8.新規排水管は下フランジから、余裕高より上まで突出させることを基本

9.新規排水管の端末は氷柱の影響に考慮して、直切りを基本とする。

　とする。

3.特記なき材質はすべてSUS304とする。

5.天板プレート一体型排水装置は、NETIS No.CB-190003-A同等品に準

6.SS400は全て溶融亜鉛メッキ(特記なき場合は JIS H 8641 HDZT77)

部 品 図
S=1:10

外周曲加工詳細

外周曲加工

スパイラル直管仕様   

(SUS304 t=0.5mm)

TS-PL_PIPE-L同等品

止水処理

施工時

接着面シーリング塗布

4-14x30長孔   

4-アンカーボルトM10x80

(1-SW,1-W,2-N)

天板プレート一体型排水装置 TS-PL_PIPE-L-1(-2)同等品

製作数N1=4(N2=4)

[NETIS No.CB-190003-A同等品に準ずる]

TS-PL_PIPE-L-1同等品

H1 n

1200

TS-PL_PIPE-L-2同等品 1150

4

4

H2

1150

1100

取付金具

TS-T1同等品

製作数=8

2-14x30長孔
内側EPDM貼付(t=3.0)

2-PL 100x6x385(SS400)

1-PL 100x6x394(SS400)

1-PL 100x6x200(SS400)

4-BN M12x45(SS400)

2-BN M12x50(SS400)

2-EPDM 100x3x230

4-φ14孔(バンド側)

2-14x30長孔(PL側)

2-φ15 桁孔明

桁

4.排水装置はトーカイスパイラルTSステンレス排水装置同等品に準ずる。

　じる。

　渉を避けること。

排水管補修工配置図

平面図(桁下)

S=1:100

<凡例>

排水管補修工　　　第1径間：N1=4,第2径間：N1=4

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

馬
瀬

川

G1

G2

(N=4) (N=4)

※( )内は第2径間を示す。

　ずる。

TS-T1同等品

(共通)

(N=4)

排水管補修工

(第1径間用:N1=4)

排水管補修工

(第2径間用:N2=4)

高　　 山 　　市

下流側

上流側

90°

φ
15
8

300
300

8
00

45
0

既
設

管
カ

ッ
ト

既
設

管
カ

ッ
ト

4
0
0以

上

12
0
0

7
00

以
上

1
15

0

496

493

φ152

84

5
0

H
2H
1

t=0.5

1.5

6

250

2
50

152

30

30

5
0

1
0
0

5
0

50 50

100

2
0
06

6

495(487～503対応)

394 6

30 30 10 30 30

60 170 70

300

2
5

5
0

25

1
00

394 6

495(487～503対応)

t=2.0

1
0

橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

3
60

0

90
0

90
0

1
80

0

1
50

3
30

0
15

0

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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″a″部詳細図 S=1:10

<凡例>

L= 61.6m地覆補修工

地覆補修工 施工順序

下地処理1

CO切断,CO・浮き・脆弱箇所・油分の除去

チッピング又はサンダーケレン後、AGプライマー処理

下地処理2

既設地覆鉄筋が腐食している場合には、鉄筋露出箇所

断面修復用モルタルの軽量・混練

断面修復用モルタル施工

厚塗りが必要な箇所は、下地に薄くシゴキ塗り後、その

上に厚めに(20mm以内)追っかけ塗りする。

表面保護工

下地処理後に表面含浸剤を塗布する。

下地処理工

(サンダーケレン)

シラン・シロキサン系表面含浸材塗布

表面保護工仕様図

鉄筋コンクリート床版 t=225

舗装厚 t=25

地覆補修標準図

ポリマーセメントモルタル

プライマー塗布

A=0.02m2

L=0.3m

注1)施工時の現場劣化損傷状況により地覆はつり寸法を再決定すること。

(t=30mm)

コンクリート切断

N=2箇所コンクリート斫り

A=0.02m2

(L=30.8x2=61.6m)

注4)既設防護柵(底付管)に留意して、コンクリート切断を行うこと。

注5)床版下面に新たな幅広のひび割れ等等が確認された場合、監督員と

　　協議の上、表面保護工を行う前に補修を行うこと。

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

地覆補修工詳細図

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

庄島橋　地覆補修工詳細図

地覆補修工 平面図 S=1:100

馬
瀬

川

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

　　底付管

表面含浸工(表面含浸材)

L1=1.425m[第1径間]

既設防護柵

に防錆剤を塗布する。

※橋面防水工事～橋面舗装工事の間に施工を行うこと。

注2)既設舗装撤去後、橋面工の施工前に表面含浸工の施工を行うこと。

注3)床版張出部下面の断面修復・ひび割れ補修・排水管延長後、表面含

　　浸工の施工を行うこと。

地覆補修工

″a″

下流側

断　面　図 S=1:50

(第1径間部)

ＣＬ

流向

上流側

(第2径間部)

流向

ＣＬ

上流側下流側

地覆補修工

地覆補修工

至 国道472号至 パスカル清見

※( )内の数値は第2径間部を示す。

主桁

L2=1.475m[第2径間]

高　　 山 　　市

下流側

上流側

地覆幅300

30
0

50

車道幅員3000

全幅員3600

橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

250

7
5

2
5

5
0

750(800)

50 700(750)

3600

300300 3000

5
0

8
00

30
0

900 1800 900

3600

300300 3000

900 1800 900

5
0

4
5
0

30
0

36
0
0

3
00

30
0
0

3
0
0

750 2100 750 800 2000 800

50 3500 50 50 3500 50

50 50 50 50

地覆補修延長l1=23.3m

地覆補修延長l1=23.3m 地覆補修延長l2=7.5m

地覆補修延長l2=7.5m

　1.現地再計測の上、施工を行うこと。

注記)

　2.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認された場合、

　  監督職員と協議の上、同様の対策を実施すること。

　3.Co切断工、Co斫り工の施工に際しては既設鉄筋や既設

　  防護柵(底付管)等を傷つけないよう注意すること。

　4.地覆部の鉄筋に腐食が見られる場合は錆を完全に除去

　  し、防錆材を塗布すること。

　5.撤去数量の延長は補修数量と同延長である。

NO.2

河川中心線

道路中心線

(マジマルリペラー相当品)

ポリマーセメントモルタルを混練する。

(マジカルリペラー同等品 0.2kg/m2)

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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庄島橋　水切り設置工詳細図

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

水切り設置工詳細図

図面番号図示

″a″部詳細図 S=1:2

コンクリートアンカー M6(SUS)

@500

エポキシ樹脂パテ材

t=1mm

シール材(シリコーン系)

注記）

1.現地再計測の上、部品加工及び施工を行うこと。

2.水切り設置面は予め十分に清掃・下地処理を行うこと。

3.床版コンクリートの削孔にあたっては、鉄筋探査等により既設鉄筋

　位置を確認した後に行うこと。

10-L40x40x3x4000(SUS304)

水切り材加工図 S=1:20

水切り材断面図 S=1:1

80-コンクリートアンカー M6x45(SUS)

既設床版

排水管

完了

シール材充填

水切り材取付

エポキシ樹脂パテ材塗布

下地処理(清掃)

【 施工手順 】

水切り設置　　

″a″

L40x40x3(SUS304)

ステンレス製

ステンレス製

水切り材　　

ステンレス製

水切り配置図

平面図(桁下) S=1:100

<凡例>

水切り設置　　　　　 L=l1～l4=61.54m

下流側

4.既設水切り目地と排水管との間に設置すること。

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

5.地覆補修の表面含浸工施工後に、水切り設置工の施工を行うこと。

断　面　図 S=1:50

(第1径間部)

ＣＬ

流向

上流側

(第2径間部)

流向

ＣＬ

上流側下流側

水切り設置　　

ステンレス製

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

馬
瀬

川

水切り設置

ステンレス製

4-L40x40x3x3750(SUS304)

32-コンクリートアンカー M6x45(SUS)

2-L40x40x3x3270(SUS304)

14-コンクリートアンカー M6x45(SUS)

(L=3750x2)

(L=3750x2)

(L=4000x5+3270)

(L=4000x5+3270)

G1

G2

高　　 山 　　市

下流側

上流側

φ
9

φ
9

φ
9

20 20

5

5

40

4
0

250 7@500=3500 250

4000

4
0

φ9

3

40

20 20

40

150

3600

300300 3000

5
0

8
00

30
0

900 1800 900

150 3300 150

3600

300300 3000

900 1800 900

5
0

4
5
0

30
0

150 3300 150

橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

3
60

0

水切り設置ｌ3=7.50m

水切り設置ｌ2=23.27m 水切り設置ｌ4=7.50m

水切り設置ｌ1=23.27m

9
00

9
00

1
8
00

1
5
0

3
3
00

15
0

150 6@500=3000

3750

40

135 6@500=3000 135

3270

40

450 150

NO.2

河川中心線

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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庄島橋　伸縮装置取替工詳細図

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

伸縮装置取替工詳細図

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

伸縮部取付断面図 S=1:2

シール材

バックアップ材(t=10mm)

スタイロフォーム相当品

脱落防止ストッパー(SUS)

コンクリートアンカー M8x50(SUS)

下部工側(橋台) 上部工側(鋼橋)

2.路面天端よりユニコールド相当品の仕上げ面は4mm程度下げること。

24-PL 40x3x75 (SUS304)

脱落防止ストッパー詳細図 S=1:2

24-コンクリートアンカー M8x50 (SUS304)

注記）

1.現地再計測の上、部品加工及び施工を行うこと。

 度で設置すること。

伸縮部取付平面図 S=1:100

上部工(第1径間部床版)

脱落防止材設置断面図

<凡例>

伸縮装置取替　　　　　 L=l1～l3=10.5m

S=1:50

ユニコールド相当品

伸縮部取付側面図 S=1:100

″a″

″a″部

上部工(床版)下部工(胸壁)

伸縮装置取替工伸縮装置取替工

Ｒ=5

馬
瀬

川

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

至 国道472号至 パスカル清見

伸
縮

装
置

取
替

伸
縮

装
置

取
替

上部工(第2径間部床版)

下部工(胸壁)

護岸小口CO

下部工(胸壁)

伸
縮

装
置

取
替

伸縮装置取替工 伸縮装置取替工 伸縮装置取替工

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

伸縮装置取替工

下流側

(第1径間部)

ＣＬ

流向

上流側

(第2径間部)

流向

ＣＬ

上流側下流側

止水材充填

ユニコールド相当品

止水材充填

ユニコールド相当品

バックアップ材

脱落防止ストッパー

<A1橋台　N=8本> バックアップ材

脱落防止ストッパー

<A2橋台　N=8本>

<P1橋脚(A1側)N=8本>

プライマー塗布

止水材充填

※塗布面前に下地処理(ケレン)

上部工側(P1橋脚[A1側]) 上部工側(P1橋脚[A2側])

ユニコールド相当品

″b″部

上部工(床版)

″b″

バックアップ材(t=10mm)

スタイロフォーム相当品

脱落防止ストッパー(SUS)

コンクリートアンカー M8x50(SUS)

上部工(床版)

設置対象無し

[設置対象]

高　　 山 　　市

下流側

上流側
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橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

地覆補修延長l1=23.3m 地覆補修延長l2=7.5m
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NO.2

河川中心線

道路中心線

河川中心線

馬瀬川

3.脱落防止ストッパーは、鋼橋の床版下面に既設鉄筋に干渉しないよう、500mmピッチ程

4.地覆部にも同様に止水材を設置すること。

5.A2橋台の下流側の地覆部は上部工と護岸小口CO間(橋台ではない)に設置すること。

6.A2橋台の上流側の地覆部は設置対象がないため、未設置とする。

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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庄島橋　断面修復工・ひび割れ補修工詳細図1

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

断面修復工・ひび割れ補修工詳細図1

図面番号図示

(断面修復工A・断面修復工B・ひび割れ注入工A)

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

馬瀬川

現況護岸

ＣＬ

Ａ２橋台

ＣＬ

現況護岸

馬瀬川

Ａ１橋台

ＣＬ

現況護岸

馬瀬川

Ｐ１橋脚

両側面部も同

位置に損傷有

両側面部も同

位置に損傷有

上部工平面図(桁下) S=1:100

至 国道472号至 パスカル清見

10 1010

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

馬
瀬

川

2.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認された場合、

1.施工に関しては、現地寸法を確認のこと。

注記)

3.欠損等の損傷が進行している場合は、監督員と協議の

同様の対策を実施すること。

上、補修範囲を決定すること。

4.各数量にはロス率を含んでいない。

平均60mm[0.3mm以下]

番号 損傷の種類 部材名 L(m)

0.3 0.40

0.3 0.60

ひび割れ

ひび割れ

平均W(mm)

0.25 0.20ひび割れ

0.3 0.40ひび割れ

0.25 0.30ひび割れ

0.3 0.30ひび割れ

0.3 0.70ひび割れ

0.3 0.70ひび割れ

0.3 0.20ひび割れ

0.3 0.40ひび割れ

ひび割れ

ひび割れ注入工A集計表1

0.3 0.70

ひび割れ 0.25 0.20

・全箇所のひび割れ幅は遊離石灰により不明であ

　る。施工時は幅を確認して施工を行うこと。

　(今回は数箇所の確認より0.25～0.35と想定した。)

・遊離石灰(つらら状)は可能な限り、除去すること。

・遊離石灰(つらら状)に湿り気が確認された場合は、

　遊離石灰除去後にひび割れ補修すること。

番号 損傷の種類 部材名 L(m)

P1橋台梁～柱上部 0.5 3.40

合計

ひび割れ

ひび割れ注入工B  L2= 3.90m ≒3.9m 

 3.90

平均W(mm)

P1橋台梁付近 0.4 0.50ひび割れ

ひび割れ注入工B集計表2

下部工正面図 S=1:100

平均厚50mm

断面修復工B集計表3

番号 損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m2)

P1橋脚梁(A1側) 0.60 0.60 0.360

0.660合計

剥離

断面修復工B  V2= 0.660m2 x 0.05m = 0.033m3 ≒ 0.03m3 

P1橋脚梁(A1側) 0.50 0.60 0.300剥離

平均厚50mm

断面修復工A集計表2

番号 損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m2)

P1橋脚梁段落し部 0.10 0.20 0.020

0.020合計

断面修復工A  V1= 0.020m2 x 0.05m = 0.001m3 ≒ 0.01m3 

鉄筋露出

ひび割れ充填工A集計表1

番号 損傷の種類 部材名 平均W(mm) L(m)

1.0 4.80

合計

ひび割れ充填工A  L1= 4.80m ≒4.8m 

 4.80

平均200mm[1～10mm未満(1.0mm程度)]

打継目の開き

平均900mm[10mm以上～(10.0mm程度)]

ひび割れ充填工B集計表

番号 損傷の種類 部材名 L(m)

A2橋台正面・両側面 10.0 4.20

合計

打継目の開き

ひび割れ充填工B  L2= 4.20m ≒4.2m 

4.20

平均W(mm)

ひび割れ注入B[0.3～1.0mm未満]

凡例(下部工)

剥離・うき

ひび割れ充填A[1～10mm未満]

ひび割れ充填B[10mm以上～]

鉄筋露出

・A1橋台の打継目開き幅は遊離石灰により不明で

　ある。施工時は幅を確認して施工を行うこと。

　(今回は数箇所の確認より1.0mmとした。)

ひび割れ注入B[0.3～1.0mm未満]

凡例(上部工)

剥離・うき

ひび割れ注入A[0.3mm以下]

鉄筋露出

ひび割れ充填工A集計表2

番号 損傷の種類 部材名 平均W(mm) L(m)

P1橋脚梁付近 2.0 0.50

合計

ひび割れ充填工A  L1= 0.50m ≒0.5m 

 0.50

平均350mm[1～10mm未満(2.0mm程度)]

ひび割れ

(平均350mm[2.0mm程度])

A1橋台正面・両側面

番号 損傷の種類 部材名 L(m)

床版下面(第1径間) 0.35 1.40

0.35

合計

床版下面(第1径間)

ひび割れ

ひび割れ

ひび割れ注入工B  L2= 8.30m ≒8.3m 

 8.30

平均W(mm)

床版下面(第1径間) 0.35 1.20ひび割れ

床版下面(第1径間) 0.35 1.30ひび割れ

ひび割れ注入工B集計表1

床版下面(第2径間) 0.35 0.40ひび割れ

0.35 1.50床版下面(第1径間)ひび割れ

0.35床版下面(第2径間)ひび割れ

平均100mm[0.3～1.0mm未満(0.4～0.5mm未満)]平均厚80mm

断面修復工B集計表2

番号 損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m2)

A1橋台胸壁 0.50 0.50 0.250

0.250合計

施工不良

断面修復工B  V2= 0.250m2 x 0.08m = 0.020m3 ≒ 0.02m3 

0.10 0.30 0.030

断面修復工A集計表1

番号 損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m2)

0.15 0.50 0.075

0.10 0.20 0.020

0.10 0.50 0.050

0.10 0.50 0.050

0.15 0.30 0.045

0.10 0.90 0.090

0.10 0.60 0.060

0.05 0.50 0.025

0.20 0.30 0.060

0.10 0.20 0.020

0.20 0.30 0.060

0.10 0.10 0.010

平均70mm[0.3～1.0mm未満(0.35mm程度)]

1.50

1.00

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

0.3 0.20

0.3 0.70

合計

ひび割れ

ひび割れ

ひび割れ注入工A  L1= 8.50m ≒8.5m 

 8.50

0.3 0.60ひび割れ

0.3 0.20ひび割れ

0.3 0.20ひび割れ

0.3 0.60ひび割れ

0.25 0.20ひび割れ

0.3 0.50ひび割れ

0.3 0.20ひび割れ 床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

平均厚30mm

断面修復工B集計表1

番号 損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m2)

0.20 0.20 0.040

0.275

0.20 0.70 0.140

合計

うき

剥離

断面修復工B  V2= 0.275m2 x 0.03m = 0.008m3 ≒ 0.01m3 

0.25 0.30 0.075うき

0.10 0.20 0.020剥離

平均厚50mm

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

0.50 0.50 0.250

0.10 0.20 0.020

0.20 0.20 0.040

0.20 0.20 0.040

0.10 0.10 0.010

0.25 0.40 0.100

0.40 0.40 0.160

0.25 0.30 0.075

0.20 0.90 0.180

0.20 0.25 0.050

0.10 0.20 0.020

0.25 0.30 0.075

0.10 0.30 0.030

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

0.05 0.10 0.005

2.825

0.05 0.10 0.005

合計

断面修復工A  V1= 2.825m2 x 0.05m = 0.141m3 ≒ 0.14m3 

0.20 0.20 0.040

0.20 1.40 0.280

0.20 1.00 0.200

0.30 1.00 0.300

0.05 0.20 0.010

0.25 1.00 0.250

0.05 0.10 0.005

0.20 0.40 0.080

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第1径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

床版下面(第2径間)

0.05 0.10 0.005鉄筋露出 床版下面(第2径間)

G1

G2

高　　 山 　　市

下流側

上流側

上部工

下部工

・両橋台の横方向のひび割れにおいては、施工時に

　ひびわれ深さを確認し、ひびわれが貫通している

　等により補修材が橋台背面に抜け出し、充填でき

　ない場合は、数回に分けて充填作業を行うこと。

5.橋台の横方向のひび割れ補修においては、ひび割れの

　貫通により、補修材が橋台背面に抜け出し、充填でき

　ない場合は、監督員と協議の上、数回に分けて充填

　を行うこと。

3600
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市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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庄島橋　断面修復工・ひび割れ補修工詳細図2

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

断面修復工・ひび割れ補修工詳細図2

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

完了

断面修復材充填

鋼材への防錆材塗布

プライマー塗布

鋼材の錆除去

脆弱部除去

【 施工手順 】

断面修復工A

(錆がある場合は発錆範囲＋Dまではつり出す)

1.剥離 及び 浮上コンクリートは、ハンマー等で完全に取り除く

(注記)

断面修復材

(ポリマーセメント系モルタル)

鋼材防錆材塗布

下地処理

(清掃)

2.鋼材は、ワイヤーブラシ等で錆を完全に除去し、防錆材を塗布する

(左官工法・防錆有)

(錆除去含む)

完了

断面修復材充填

プライマー塗布

脆弱部除去

【 施工手順 】

プライマー塗布

断面修復工B
(左官工法・防錆無)

断面修復材

(ポリマーセメント系モルタル)

下地処理

(清掃)

1.剥離 及び 浮上コンクリートは、ハンマー等で完全に取り除く

(注記)

2.うき部で浮上コンクリート等を叩き落とした後に、鉄筋露出が

確認された場合は断面修復工Aとすること。

ひび割れ注入工B

シ－ル材

エポキシ樹脂系

エポキシ樹脂系

注入材　1種

50mm(幅)x3mm(厚さ)xL(長さ)

(比重1.2) (比重1.70)

表面仕上げ工

シール工・注入工

注入工B

表面処理･注入パイプ設置

【　施工手順　】

(低圧注入工法) 

ひび割れシール材 低圧注入器具

ている場合は、監督員と協議の上、ひび割れ充填工に変更すること。

1.本対象は0.3mm～1.0mm未満である。施工時に1.0mm以上に進行し

(注記)

2.注入が困難な場合は、Uカットを設ける等にて対応するものとする。

正面図

AGプライマー相当品

プライマー塗布

AGプライマー相当品

(
平

均
W)

1.本対象は1.0mm以上である。施工時にひび割れが進行している

(注記)

　場合は、監督員と協議の上、断面修復工等に変更すること。

A=0.0001m2

Uカット　　　

(
平

均
W
)

L=0.036m

プライマー　　

下地処理

(清掃)

エポキシ充填･表面仕上げ

プライマー塗布

充填工AB

Ｕカット・清掃

(平均200mm[1.0mm程度])

※ひび割れの推定深さは(一社)コンクリートメンテナンス

協会の考え方と計測結果に基づき設定した。

可とう性エポキシ樹脂

(比重1.3)

充填材

(E600相当品)

※ひび割れの推定深さは(一社)コンクリートメンテナンス

協会の考え方と計測結果に基づき設定した。

ひび割れ充填工

2.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認された場合、

1.施工に関しては、現地寸法を確認のこと。

注記)

3.欠損等の損傷が進行している場合は、監督員と協議の

同様の対策を実施すること。

上、補修範囲を決定すること。

ひび割れ注入工A

塗布型浸透材[4～5回塗布]

CAP工法(グラウトLV)相当品

(200～300g/m：刷毛等使用)

(比重1.15)

グラウトLV塗布:4～5回

注入工A

表面処理･清掃

【　施工手順　】

(塗布型浸透工法:CAP工法相当品[KT-120057-VR]) 

場合は、監督員と協議の上、ひび割れ注入工Bに変更すること。

1.本対象は0.3mm以下である。施工時に0.3mmより大きく進行している

(注記)

(平
均

W
)

※ひび割れの推定深さは(一社)コンクリートメンテナンス

協会の考え方と計測結果に基づき設定した。

亀裂部[幅狭]

亀裂部をUカット

Uカット参考図

(ひびわれ状)

(平均60mm[0.3mm以下])

(平均130mm[0.3～1.0mm未満])

2.ひび割れ幅が0.2㎜を超える箇所は回数を多く塗布する。

2.補修材の剥離防止のため、Uカットを基本とする。

(平
均

W
)

L=0.030m

プライマー　　

下地処理

(清掃)

(平均900mm[10.0mm程度])

可とう性エポキシ樹脂

(比重1.3)

充填材

(E600相当品)

※ひび割れの推定深さは既存損傷状況に基づき、橋座幅+

胸壁幅と推定し、決定した。

ひび割れ充填工Bひび割れ充填工A

(平均350mm[2.0mm程度])

高　　 山 　　市

高さ(平均50mm)

D
発

錆
範

囲
D

D

高さ

深さ

低圧注入器具間隔250mm程度

  
幅

1
0m

m

15mm

 
 
幅

深さ

深さ

 
 幅

1
0m

m

15mm

1
0m

m

15mm

 
 幅

深さ 市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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庄島橋　支承補修工詳細図

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

支承補修工詳細図

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

位置図 S=1:100

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

馬
瀬

川

G1

G2

(支承補修工A N=1箇所)

支承補修工B(A2)

N=1箇所

支承補修工B(P1[A2])

N=2箇所

断 面 図(P1[A2側])

(N=2箇所[G1両側])

支承補修工B (N=5箇所) S=1:20

(支承補修工B N=5箇所)

支承補修工B(P1[A1])

N=2箇所

支承補修工A(P1[A1])

N=1箇所

断 面 図(A2)

(N=1箇所[G1外桁側])

アンカーナット増し締め工

N=1箇所

アンカーナット増し締め工

N=2箇所

[アンカーナット増し締め工]

断 面 図(P1[A1側])

(N=2箇所[G1G2両内桁側])

アンカーナット増し締め工

N=2箇所

1.現地再計測の上、施工すること。

注記)

2.施工時に錆付きやボルトのガタツキより、ナット増し締めが不可能

　対策に変更し、必ず復旧すること。

　な場合は、監督員と協議の上、ボルトネジ加工及びナット交換等の

支承補修工A (N=1箇所) S=1:20

[アンカーボルト溶接補修工]

正 面 図(P1[A1側])

主桁
CL

CL

アンカーボルト溶接補修工

N=1箇所

断 面 図(P1[A1側])

(N=1箇所[G1外桁側])

3.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認された場合、同様の対策

　を実施すること。

平 面 図(P1[A1側])

(1-1)

ピンチプレート取付け

アンカーネジ切り加工

グラインダー仕上げ

開先加工

ピンチプレート・アンカーナット取外し

現地計測

【 施工手順 】

アンカーナット締付け

アンカーの余長切断

完了

アンカー切断位置

既設アンカー溶接部詳細図 S=1:5

グラインダー仕上げ(溶接後)

アンカーと下沓を現場溶接

ピンチプレート(溶接後再設置)

下沓突起部

アンカーナット(溶接後再設置)

レ形開先溶接

既設アンカーボルト

切断位置

周長L=0.107m

アンカーボルト溶接補修工

N=1箇所

アンカーボルト溶接補修工

N=1箇所

アンカー切断位置

1.現地再計測の上、施工すること。

注記)

2.施工時に錆付きやボルトのガタツキより、既設ピンチプレート

　工順序を変更し、アンカー切断(切断位置要注意)を先行して行う等

　アンカーナットの取外しが不可能な場合は、監督員と協議の上、施

3.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認された場合、同様の対策

　を実施すること。

4.現場溶接性に留意すること。

5.現場溶接部は部材厚(下沓突起部)が厚いため、余熱管理などを十分

　に確認すること。

6.アンカーボルト溶接補修工の施工が完了するまで、橋面は車両通行

　止めとする。

　の対策に変更すること。

清掃・芯出調整

高　　 山 　　市

下流側

上流側

90°00′

橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10
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工
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1

3
5 5
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90

115

NO.2

河川中心線

主桁

橋座 沓座拡幅

主桁

橋座

胸壁

沓座拡幅

主桁

橋座沓座拡幅

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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庄島橋　沓座モルタル補修工詳細図1

(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

沓座モルタル補修工詳細図1

株式会社　三　進

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

位置図 S=1:100

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

馬
瀬

川

G1

G2

(沓座モルタル補修工N=6箇所)

沓座モルタル補修工(A2)

N=2箇所

沓座モルタル補修工(P1[A2側])

N=2箇所

沓座モルタル補修工(A1)

N=2箇所

正 面 図(A1)

平 面 図(A1)

断 面 図(A1)

主桁
CL

CL

仮受材(H鋼 100x100x1000等)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

沓座モルタルはつり プライマー塗布

AGプライマー相当品

(1-1)

1.現地再計測の上、施工すること。

注記)

2.施工時には橋座面と主桁の下フランジ間に仮受材を必ず設置すること。なお、隙間が生

3.土砂や脆弱なコンクリートは取り除くこと。

6.本図（沓座モルタル補修工）は現況調査結果により推定した対策法や範囲を示す。なお、

　施工時には打音確認を実施して、監督員と協議の上、対策法や範囲を決定すること。

7.沓座モルタル補修は沓座拡幅工の施工後に施工し、複数箇所を同時に施工せず、１支承

　じる場合は、鋼板やくさび材を下フランジ下面に打ち込む等の調整を施すこと。

4.既設沓座モルタルのはつり面は荷重分布に配慮して、鉛直にしないこととする。既設の

　損傷形状がほぼ鉛直の場合は、はつり作業は行わずチッピングのみ等の対策を行うこと。

　ごとに施工すること。

8.沓座モルタル補修工の施工が完了するまで、橋面は車両通行止めとする。

5.既設沓座モルタルのはつり後に、既設支承は素地調整を行い、下塗まで行うこと。

コンクリート切断工(t=30)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

A=0.03m2

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

A=0.04m2

コンクリート切断工(t=30)

L=860

コンクリート切断工(t=30)

L=1155

仮受材(H鋼 100x100x1000等)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

仮受材(H鋼 100x100x1000等)

1

1

Ａ１橋台沓座モルタル詳細図 S=1:20

主桁
CL

CL

正 面 図(P1[A2側])

平 面 図(P1[A2側])

断 面 図(P1[A2側])

(2-2)

プライマー塗布

AGプライマー相当品

コンクリート切断工(t=30)

仮受材([鋼 75x40x1000等)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

沓座モルタルはつり

2

2

仮受材([鋼 75x40x1000等)

コンクリート切断工(t=30)

L=1010

コンクリート切断工(t=30)

L=1510

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

A=0.03m2

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

A=0.05m2

仮受材([鋼 75x40x1000等)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

Ｐ１橋脚[A2側]沓座モルタル詳細図 S=1:20

高　　 山 　　市

下流側上流側

下流側上流側

下流側上流側

下流側上流側

下流側

上流側

橋　長30800

10 10[第2径間]桁　長7500[第1径間]桁　長23270 10

3
6
00

9
0
0

9
0
0

1
8
00

300610

910

900900

3600

1800

900900

3600

1800

3
00

61
0

9
10

3
0

5
0

8
0

80 300 130
100

4001000800400 1000

6505001300650 500

150 350

80 420500

8
0

3
00

1
30

1
00

15
0

15
0

30 30

5
5

3
0

4001000800400 1000

6505001300650 500

150 350

3
0

5
0

8
0

3
0

5
0

8
0

30 30

80 420500

440

440

300

3600

1800300 600 600 300

600600

3000

1800

3
0
0

300300

91
0

6
10

610

910

4
8
4

42
6

3600

300

30
5
0

8
0

500 500

6
5

3
3
0

1
7
5

4
0

60 330 175

1001000800100 1000

3505001300350 500

50 400 50 50 450

40
4
0

40
4
0

1001000800100 1000

3505001300350 500

50 50 50400

500 500

450

3
0

5
0

8
0

3
0

5
0

8
0

40

主桁

橋座

胸壁

主桁

橋座

NO.2

河川中心線

沓座拡幅

沓座拡幅

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

沓座モルタル補修工詳細図2

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

庄島橋　沓座モルタル補修工詳細図2

主桁
CL

CL

正 面 図(A2)

平 面 図(A2)

断 面 図(A2)

(3-3)

仮受材(H鋼 100x100x1000等)

プライマー塗布

AGプライマー相当品

コンクリート切断工(t=30)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

沓座モルタルはつり

仮受材(H鋼 100x100x1000等)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

A=0.02m2

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

A=0.02m2

コンクリート切断工(t=30)

L=680

コンクリート切断工(t=30)

L=680

3

3

仮受材(H鋼 100x100x1000等)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

ポリマーセメントモルタル

SBRACモルタル相当品

(プライマー塗布含む)

Ａ２橋台沓座モルタル詳細図 S=1:20

仮受材設置

橋座面斫り・脆弱コンクリート除去

橋座面清掃、水洗い

・調査計測

型枠工・プライマー塗布(防錆含む)

ポリマーセメントモルタル施工

型枠撤去

沓座モルタル補修工施工手順

仮受材撤去

打音区分 点検ハンマーを使用した打音確認による状況

清音 キンキン、コンコンといった清音を発し、反発感がある。

打音確認による判定の目安

補修の有無

ペコペコ、ボコボコなどの鈍い音を発する。 補修有り

補修無し

濁音

沓座拡幅工施工完了

位置図 S=1:100

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

馬
瀬

川

G1

G2

(沓座モルタル補修工N=6箇所)

沓座モルタル補修工(A2)

N=2箇所

沓座モルタル補修工(P1[A2側])

N=2箇所

沓座モルタル補修工(A1)

N=2箇所

1.現地再計測の上、施工すること。

注記)

2.施工時には橋座面と主桁の下フランジ間に仮受材を必ず設置すること。なお、隙間が生

3.土砂や脆弱なコンクリートは取り除くこと。

6.本図（沓座モルタル補修工）は現況調査結果により推定した対策法や範囲を示す。なお、

　施工時には打音確認を実施して、監督員と協議の上、対策法や範囲を決定すること。

7.沓座モルタル補修は沓座拡幅工の施工後に施工し、複数箇所を同時に施工せず、１支承

　じる場合は、鋼板やくさび材を下フランジ下面に打ち込む等の調整を施すこと。

4.既設沓座モルタルのはつり面は荷重分布に配慮して、鉛直にしないこととする。既設の

　損傷形状がほぼ鉛直の場合は、はつり作業は行わずチッピングのみ等の対策を行うこと。

　ごとに施工すること。

8.沓座モルタル補修工の施工が完了するまで、橋面は車両通行止めとする。

5.既設沓座モルタルのはつり後に、既設支承は素地調整を行い、下塗まで行うこと。
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市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

胸壁斫り工詳細図

図面番号図示

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

庄島橋　胸壁斫り工詳細図

胸壁斫り詳細図 S=1:20

ＣＬ

A1橋台正面図

流向

G1G2

主桁　

H800x300
(端部250)

コンクリート斫り　　　

t=20mm・A=0.12m2/箇所

表面保護工　　　

表面含浸材塗布

側面図

A1橋台

主桁

床版

コンクリート斫り

t=20mm

表面保護工　　

表面含浸材塗布

下地処理工

(サンダーケレン)

シラン・シロキサン系表面含浸材塗布

表面保護工仕様図

コンクリート切断　　　

t=20mm・L=2.8m/箇所

胸壁斫り工 位置図 S=1:100

胸壁斫り工

N=2箇所

至 国道472号至 パスカル清見

市道 大原8号線

A2
橋
台

A1
橋
台

P1
橋
脚

馬
瀬

川

G1

G2

平面図

G1

G2

A1橋台

ＣＬ

コンクリート斫り

t=20mm

表面保護工　　

表面含浸材塗布

高　　 山 　　市
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　1.現地再計測の上、施工を行うこと。

注記)

　2.コンクリート切断工、コンクリート斫り工の施工に際しては

　  既設構造や既設鉄筋等を傷つけないよう注意すること。

　3.コンクリートはつり時に鉄筋が露出した場合は、エポキシ

　  パテ材で埋める等の防錆処理を行うこと。

NO.2

河川中心線

市道大原８号線（庄島橋）

橋りょう長寿命化改良工事
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(庄島橋)

事務所名

会社名

縮 尺

図面の種類

施工箇所名

路線･河川名等

業務名/工事名

仮設図（参考）

図面番号図示

庄島橋　仮設図（参考）

市道 大原8号線

高山市 清見町大原 地内

注記）

1.本図は参考図とする。

※各TYPEは、「橋梁架設工事の積算(一社)日本建設機械施工協会」の足場種類を示

3.吊足場の防護工は、低濃度PCBや鉛等に対する粉塵対策用とし、シート張防護の使

　用を基本とする。施工時には定期的に換気を行うこと。

5.各足場は添架管に干渉しないように設置すること。

6.施工時には近隣の住民に周知し、理解を得ること。

7.馬瀬川は漁場となっているため、施工時には馬瀬川上流漁業協同組合と協議を行う

8.足場が、激しい降雨等により影響を受けると判断される場合は、監督員と協議の上、

　足場を一旦撤去して、再設置するなどの対策を講じること。

　(TYPE-B)を基本とする。

9.施工に関しては、現地状況や寸法を確認し、他の足場種類(単管足場等)に変更する

　場合は、監督員と協議の上、決定すること。

　本とする。橋台側面部の補修の施工には、単管足場(TYPE-G)の使用を基本とする。

　なお、傾斜部は、単管傾斜足場を使用する等により対応すること。

を示す。

11.素地調整時(ブラスト)に騒音が発生するため、近隣の住民に周知し、理解を得る

　こと。

標準断面図 S=1:50
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仮設計画側面図 S=1:100
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　こと。
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吊足場(TYPE-A3)

2.補修足場は、塗装塗替及び縁端拡幅等の橋梁修繕用として吊足場(TYPE-A3)・朝顔

10.RC沓座拡幅工等の施工には、吊足場(TYPE-A3)を高さ調節して使用することを基

施工時HWL
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